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私にとっての「現場」
親鸞仏教センター主任研究員　加来　雄之

　第 4 回「現代と親鸞」公開シンポジウム「宗教
者にとって「現場」とは何か？」が開催された。
三人の登壇者によって、宗教者とは、教えを通し
て現場を受けとめ、現場を通して教えを受けとめ
なおすという過程の中に我が身を置くものである
ことを、あらためて気づかされた。また、だから
こそ教えの解釈の異なりが現場への向き合い方を
めぐって「対立」が生むという現実も教えられた。
　「現場をもっているか」という問いかけには、
何か違和感を覚える。パスカル『パンセ』に「「こ
ここは僕のだ。僕が日に当たる場所だ」。これこそ、
この全ての地上での横領の始まりであり、縮図で
ある」（L.64）とある。「現場をもつ」という表現
には、その場所を自分の信念や他者への実践を検
証する場所として私有することを肯定する危うさ
を感じる。
　仏教を学ぶ者にとっては行住坐臥、いつでも・
どこでも、どれほどささやかな、あるいはどろど
ろした日常生活の一瞬一瞬も現場でなくてはなら
ないのではないか。また、どうすることもできな
いような限界状況にある人にとっても成り立つ現
場ということに心を至さなくてはならないのでは
ないか。このような問いを通して、宗教者にとっ
ての「現場」の本質が見えてくるかもしれない。

　シンポジウムの開催前、企画者の一人から「親
鸞を学ぶあなたにとって現場はどこですか」と問
われた。私は「僕にとっての現場は自己です」と
即答した。しかし少し考えて、「私にとっての現
場は、自明としていた自我の立場が揺り動かされ、
自己が問い直され、真実のあり方に引き戻される
場処や状況です」と補足した。
　私は、それぞれの現場に「宗教者にとっての」
という意味を与える「場」がなければならないと
思う。人間の自我と世界を悲しむ如来の眼差しと
いう「場」の中に自身を見出すときにはじめて、
その現場は「宗教者にとっての」現場となる。自
己をも他己をも包む如来というはたらきの「場」
の中にある我が身に気づくとき、まったく異なっ
た経験と考えをもつ自他が共にあることができる
現場が浮かび上がる。
　おそらく、宗教者にとっての「現場」とは、も
つものではなく、自我を根底から否定し、しかも
自身をどこまでも包む「場」の中で立ち「現」れ
ることである。
　親鸞の「ねてもさめてもへだてなく南無阿弥陀
仏をとなうべし」（『正像末和讃』『真宗聖典』505
頁）という仰せには、そのような現場を生み出す
力を感じる。
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親鸞仏教センター連続講座「親鸞思想の解明」�

『一念多念文意』の拝読を
始めるに当たって

親鸞仏教センター所長　本多　弘之

　連続講座「親鸞思想の解明」では、2023年1月か
ら親鸞『一念多念文意』の講座が開始した。今回掲
載する文章は、『一念多念文意』を拝読していくにあ
たっての課題と目的について、当センター所長・本
多弘之が記したものである。
� （親鸞仏教センター嘱託研究員　越部�良一）

　2001年に親鸞仏教センターが設立されて以来、
この学事施設が目指すべき方向としてきたのは

「親鸞思想を現代に開く」という課題である。そ
の一つのあり方として、首都東京の中心で親鸞の
選んだ聖教を解読してみようと試みてきた。そこ
で、初めに取り上げたのが、『無
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』（『浄土論』）であった。その拝読を、東
京国際フォーラムにおいて毎月一度、年に10回を
基本に 5 年にわたって計50回開催することができ
た。
　それが一応終わったので、続いて『大無量寿経』
を取り上げ、14年間（137回）にわたって、これ
を拝読した。これも読了したため、この度親鸞が
書いた『一念多念文意』（以下『文意』）という仮
名の聖教を取り上げることにした。というのも、
この仮名の聖教には、当面の題名のイメージとは
異なり、親鸞思想の中心にある問題意識や現代に
通じる課題を読み取ることもできるのではないか
と拝察したからである。
　題名からは、一念義か多念義かという称名念仏
についての論争が主題となっているように了解さ
れる。たしかにそれが当時（鎌倉時代）の法然上
人をとりまく弟子の関心であったし、法然上人没
後に残された弟子たちの論争の中心にもなってい
た。この『文意』のもとになった隆寛の『一念多
念分別事』（以下『分別事』）が課題にした問題意

識でもあった。称名念仏を引き受けた上で、その
名号を 1 回でも称えれば必ず往生できるとする
か、やはり凡夫なのだから何回でも称える必要が
あるとするのか、という称名の回数を問題意識の
中心とする議論である。
　それに対して、『分別事』での隆寛は、称名の
回数について経典に「一念」ということも「多念」
ということも示されているのだから、そのいずれ
かという議論はナンセンスである、と教え諭す。
しかしそれでは、いずれが正しいのかという議論
が起こっているのに、なぜ聖教には両方が説かれ
ているのか、ということに対して、明確な確信を
持って「一念・多念」と説かれる意味を考察して
いないようにも見える。
　その点について親鸞は、隆寛の立場を受けて、
一念か多念かのいずれかに固執するのはナンセン
スであるということを発信しつつ、称名の根底に
あって如来が本願力を「名号」を通して表出し、
名を通して願心を衆生に受け止めさせようとして
いるということ、すなわち名によって「本願力」
を表現する意味、つまり無上功徳（大涅槃）を一
切衆生に平等に付与するという、大乗仏道の願心
の意味を丁寧に教え勧めているのである。
　しかも、本願力を受け止めるあり方については、
単に『分別事』で取り上げられている経文・典籍
を解釈するにとどまらず、それぞれの引文の意図
を明らかにするために、さらに多くの経文や釈論
などを加えて、天親や曇鸞、さらには善導などの
受け止めを、説き表していかれるのである。
　このことによって、混沌として不安に満たされ
ている時代社会に対して、無限なる大悲の光明を
仰ぐ視野を開くことの可能性を示すこともできる
のではないかと拝察するのである。
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親鸞と中世被差別民に関する研究会

中世の狩猟文化と
　　　「野生の価値」

上智大学文学部教授　中澤　克昭　氏

　親鸞と中世被差別民に関する研究会では、2023年 2
月28日に、中澤克昭氏をお招きした研究会を行った。
講題は「中世の狩猟文化と「野生の価値」」であった。
本研究会は、中澤氏が、肉食や殺生による身分の再生産
の実態にも迫った『肉食の社会史』（山川出版社、2018
年）に次いで、近年上梓された『狩猟と権力――日本中
世における野生の価値』（名古屋大学出版会、2022年）
の問題提起を受けたものである。多様な史料を開いて、
殺生などから中世の「心性」に迫った講義の一部をここ
に報告する。�
� （親鸞仏教センター嘱託研究員　中村�玲太）

　柳田國男『後狩詞記』「序」に、狩りの楽しみと
いうことが力説されています。殺生の快楽は酒や
色事の比ではないと。あれほど一世を風靡

び

した仏
道の教えも狩人に狩りをやめさせることはできな
かったのだと言います。日本中世史の研究で、こ
うした殺生の快楽の問題と真正面から向き合った
研究というのは、横井清『的と胞衣』以外にはほ
とんどないのではないかと思います。横井氏は、
不殺生戒が中世の人々に命のはかなさを教えたと
いうことを前提とされつつも、謡曲『鵜飼』を読
み解き、漁の根源に位置づく、鵜飼の営みにおい
ての殺生の愉

ゆ

悦
えつ

を指摘しました。鳥を捕るのも獣
を狩るのも、それぞれに携わる人々にとっては、
第一にその営みが心に愉悦をもたらすものなのだ
と。それを直視したい、そうでなければ親鸞の悪
人正機説にしてもわからないと言うのです。堅持
すべきだと教えられている一種の倫理観によって、
殺生の愉悦みたいなものから目をそらしがちに
なってしまうのではないか。そうだとすると、殺
生によって利を得ていた膨大な数の人の心性、メ
ンタリティーについて、そのほんの一部しか見え
ていないということになるのではないかという、
重要な問題提起だったと思います。

　文献を探してみると、たしかに殺生である狩猟
を楽しい、快楽だという言説が出てくるわけです。
考えてみれば、人と動物の関係は様々で、それに
伴う心意、メンタリティーを言説化する言葉も一
様ではないはずです。ところが、我々も目にする
往生伝などの物語でも、殺生は罪業で、それを実
践する人々は悪人であるという表現が繰り返され
ている。もっと様々なメンタリティーがあるのだ
ろうけれども、殺生を悪業であるとする説話がい
くつもあり、それらは差別の構造をより強固にす
る役割を果たしたものではないか。『肉食の社会史』
でも、そのことを指摘しておきました。
　快楽・愉悦も含め、中世の人々が狩猟などの

《野生のキャプチャー》に感じていた魅力を、「野
生の価値」という言い方で括ってみたいと考えて
います。肉食のタブーは家畜から強まっていまし
た。家畜と野生動物に、かなり明瞭な差があると
いうことです。鷹で捕獲した鳥は食材・贈答品と
して非常に価値が高い。鷹狩は、殺生として禁じ
られ、罪悪であると言われましたけれども、同時に、
それを楽しい、見たいと思う心が併存しています。

《野生のキャプチャー》として魅力的な鷹狩を禁ず
ることには、貴族の自己卓越化の戦略みたいなも
のがあったのではないかと考えられますが、いず
れにしましても野生を望ましいとする傾向が顕著
です。
　こうしたことを視野に入れて史料を見直してい
けば、中世の人々の行動様式や、中世の文化を規
定した「野生の価値」が見えてくるのではないで
しょうか。生業などの人々の営みについても、野生、
自然にどの程度介入するのかという問題として考
えてみましょう。人為的な操作改変の程度が大き
い、つまり大きく自然を改変するような生業と、
自然改変の程度が軽微で、野生を留保するような
生業。そうした違いが、例えばその生業の社会的
な位置や差別に関係していると考えてみることも
可能ではないでしょうか。
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現 代 と 親 鸞 の 研 究 会

　2023年 3月 2日、元早稲田大学教授・ポール�B.�ワッ
ト氏を迎えて、「安田理深と現代―その思想の独自性を
めぐって―」というテーマのもと第69回「現代と親鸞
の研究会」を開催した。安田理深（1900-1982）の思
想は、近現代の真宗大谷派の教学に大きな影響を与えて
いる。ワット氏の著作�Demythologizing�Pure�Land�
Buddhism:�Yasuda�Rijin�and�The�Shin�Buddhist�
Tradition.�Honolulu� :�University�of�Hawai ‘i�Press,�
2016.�は、その安田の思想を英語圏に公開する画期と
なる著述である。ワット氏は、講義において自身の研究
背景と安田の思想の独自性について報告された後、多く
の時間をディスカッションに当てることを提案された。
以下、研究会の概要を報告する。
� （親鸞仏教センター主任研究員　加来�雄之）

　ワット氏は「仏教の魅力」として、自身が安田
の思想を英語圏に紹介するにいたるまでの背景を
語った。氏は、オハイオ州で生まれ、12歳のとき
に正式に長老派教会（Presbyterian Church）の
メンバーになったが、高校時代から教会の教えを
疑うようになった。また当時、アメリカの社会で
はベトナム戦争や黒人差別などさまざまな問題が
表面化していた。ワット氏は、新しい世界観の要
求から、鈴木大拙の思想などに興味をもち、より
健全でまとまりがある社会の可能性を求めて、
1966年に日本に 3 年間留学（国際基督教大学）し
た。氏は、日本社会の形成過程に影響を与えた思
想の一つとして仏教に関心をもち、帰国後、コロ
ンビア大学（文理大学院）に進み、博士課程では
慈雲尊者（1718-1804）を研究対象とした。2000年、
当時デポー大学の教授であった氏は、京都・大谷
大学真宗総合研究所の中の真宗大谷派の近代教学
者を英語圏に紹介するグループに参加する。そし
て慈雲と同じく仏教思想の主流をあきらかにする
課題に生きた現代人として安田に関心をもち、そ
の英訳を担当することになった。
　次にワット氏は「安田理深の思想の独自性」と
して、（ 1 ）安田は、若い時から真宗の「歴史家」

ではなく、真宗の哲学者になることが目標であっ
たこと、（ 2 ）安田が絶えず繰り返していたのは、
如来は衆生の本来性であって、衆生の他者ではな
いこと、（ 3 ）この立場を表現するために近年の
アメリカ・ヨーロッパの哲学者・神学者たちの言
葉、あるいは思想を借用した」こと、（ 4 ）安田
の文章は、曽我量深や金子大榮のそれよりも読み
手に現代的な印象を与えること、（ 5 ）親鸞の教
えに見える末法思想についてはワット氏が翻訳し
た安田のエッセーや講義にはほとんど出てこない
ことの 5 点をあげ、そのうえで安田の思想に見出
せる西洋思想の影響とその独自性を氏の翻訳した
文章にもとづいて明らかにした。
　約 1 時間の講義の後、ワット氏の提案によって
残りの時間は「安田理深と現代についてのディス
カッション」に当てることになった。氏からは「安
田理深の思想を翻訳するにあたって感じられた問
題？」、「『如来は衆生の本来性であって、衆生の
他者ではない』と理解した人の毎日の生活はどう
変わるか？」、「安田理深の思想がもつ世界的射程
は？」という三つの問題が提出された。とくに第
2 点については、本多弘之所長をはじめとする研究
員たちとの間で白熱した討議がなされた。あわせて
安田の名号論な
ど、真宗仏教を
現代に表現して
いくための視点
について意見交
換がなされた。
　本講義とディ
スカッションの
詳細は、当セン
ター研究誌『現
代と親鸞』第49
号に掲載予定で
ある。

ポール B. ワット 氏（元早稲田大学教授・元デポー大学教授）

安田理深と現代
―その思想の独自性をめぐって―

第69回
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 西村　 明 氏（東京大学大学院准教授）

 宮本 ゆき 氏（デュポール大学教授）

核をめぐる罪と悪
第70回

現 代 と 親 鸞 の 研 究 会

　2023年 3月 8日、東京大学大学院准教授の西村明氏、
デュポール大学教授の宮本ゆき氏をお迎えし、「現代と
親鸞の研究会」を開催した。講題は、「核をめぐる罪と悪」
である。以下、研究会の開催趣旨と講義概要、私たちが
取り組まなければならない今後の課題を記す。
� （親鸞仏教センター嘱託研究員　宮部�峻）

■核をめぐる倫理と宗教
　戦後日本ではタブー視されていたと言ってもよ
い核保有の是非が、昨今のロシアによるウクライ
ナへの軍事侵攻を機に声高に議論されるように
なっている。議論の多くは防衛費をめぐる財政的
観点での対立、あるいは核武装をめぐる政治思想
の対立に還元されている。
　日本では、広島・長崎での原爆投下の歴史を踏
まえて核をめぐる倫理が議論されてきた。宗教者
も平和運動の文脈のもとで議論してきた歴史を持
つ。しかし以前に比べると、昨今の核をめぐる問
題に対して、倫理的な観点からアプローチする者
は少ないのではないだろうか。だとするなら、な
ぜ、倫理的アプローチが退潮しているのだろうか。
　今回の研究会では、核をめぐる問題で重要な学
術的業績を発表し続けている西村明氏と宮本ゆき
氏をお招きし、「核をめぐる罪と悪」をテーマに
ご講義いただいた。西村氏は、『戦後日本と戦争
死者慰霊』（有志舎、2006年）をはじめ、宗教学
の観点から戦争死者慰霊の問題について論じてこ
られた。宮本氏は、Beyond the Mushroom Cloud. 
New York : Fordham University Press, 2011に
て、倫理学の観点から被爆者倫理について、とく
にカトリックと浄土真宗に焦点を絞って議論して
いる。
　以下、それぞれの講義概要を紹介する。

■永井隆と「浦上燔祭説」（西村氏）
　原爆投下を神の摂理によるもの、原爆で亡く
なった人々を神の祭壇に供えられた犠牲、また浦
上の被災を天主の栄光を世に示すための試練とす
る永井隆（1908〜1951）の言説は、原爆を投下し
たアメリカ政府、戦争の惨劇を止めることができ
なかった日本政府の責任を免罪する性格を持って
いると批判された。こうした問題をはらむ永井の
言説を、高橋眞司は「浦

うら

上
かみ

燔
はん

祭
さい

説
せつ

」と名付けた。
　永井の来歴を辿

たど

ってみると、従軍経験、放射線
医としての被曝の経験が永井独自の死者像の形成

につながっていることがわかる。宗教的な語
ご

彙
い

で
彩られているかのように見える永井の浦上燔祭説
には、放射線医としての科学主義的な理解の影響
も見て取れる。科学主義と罪責性の自覚との関係
は、現在の原子力をめぐる倫理的問題にもつなが
る論点である。

■ 日米での核兵器理解の違いと親鸞における
悪（宮本氏）

　核兵器が悪であるという理解は、アメリカでは
広く共有されているわけではない。核兵器は悪と
認めつつ、広島・長崎での原爆投下は仕方がなかっ
たとする言説も見受けられる。悪のニュアンスが
日米で異なるという問題もある。
　核認識の違い、悪の理解の違いを考えるために
親鸞思想を手がかりとすることができる。西洋的
枠組みでは、人間には主体性があるということが
前提とされる。それに対して、親鸞の悪の解釈に
は、倫理や道徳の範

はん

疇
ちゅう

を超える側面がある。親鸞
の悪の解釈は、主体性と責任という枠組みから作
られた社会とヒエラルキーに挑戦する思想と捉え
ることができる。

■自覚の問題と現代の悪を考えるために
　以上は本講義の簡単な概要であるが、研究会で
本多弘之所長が述べていたように、今回の研究会
で議論した核をめぐる罪と悪の問題は、親鸞にお
ける自覚の問題と現代の人類が直面している問題
をどのように結びつけるのか、という課題にもつ
ながる。現代の難題と親鸞思想の接点が示された
本研究会の詳細については、『現代と親鸞』第49
号に掲載予定である。

西村�明�氏

宮本�ゆき�氏

5親鸞仏教センター通信	 第86号� Sep.�2023

親鸞仏教センター通信86号.indd   5 23/06/27   9:41



宗教者にとって
「現場」とは何か？

「現代と親鸞」公開シンポジウム
第4回

開催趣旨
親鸞仏教センター嘱託研究員　伊藤 真・中村 玲太

　宗教が活きる場所、活動すべき場所とはどのよ
うなところだろうか。世界を見渡せば、相次ぐ災
害や戦争、感染症の蔓延、社会的格差の拡大など、
さまざまな状況が多くの人々を苦境に陥れてい
る。より卑近なところでは、長引くコロナの流行
下、法会やミサなどで人々が時間・空間を共にし、
教えに触れる機会が失われてきた。こうした状況
は一方で、さまざまな立場で宗教に関わる人々に
とって、孤独の中で聖典やその教えと改めて向き
合い、考えることを迫ってきた面もあろう。
　2023年 3 月16日に開催された第 4 回「現代と親
鸞」公開シンポジウムでは、こうした状況下にお
いて、宗教者にとって「現場」とは何なのか、そ
の多義性やあいまいさも含めて考えてみた。日々、
死や苦しみ、人生の諸問題と直面せずにいられな
い宗教者にとって、そしてより広くは宗教にさま
ざまな形で関わるすべての人にとって、宗教がは
たらき、活きる「現場」とは何か…… 3 名の登壇
者による提題と、全体討論と質疑を通じて、多角
的に展開された議論の要点を紹介する。

　日本の出家僧侶にとって何
が「現場」だろうか。「僧侶」
を職業として考えれば、寺院
を運営し、法要や葬送儀礼を
執行し、法話をする場面など
が「現場」なのかもしれない。
しかし「出家僧侶」の生き方を選んだ者にとって
の「現場」は、そうした場面に限られない。それ
らも大切ではあるが、今日、お布施の多

た

寡
か

を気に
したり、葬儀や法事以外では経典を読むこともな
い僧侶がいるのも事実である。仏陀ご自身が「人
生は苦である」との認識の上でさとりへの道を歩
まれ、数多くの絶望した者の受け皿となったよう
に、生・老・病・死にまつわる一切の苦や煩悩に
振りまわされている自己や他者と向き合うあらゆ
る場こそが、すなわち「苦の臨床」の場こそが僧
侶にとっての「現場」といえよう。
　こうした観点から、発表では 3 つの現場の重要
性を指摘した。第一に、生活困窮者の支援や被災
地などでのグリーフケアといった活動。他者の苦
悩に向き合うことで無力な自己を教えられる、大
切な場である。次に、念仏会や法要などの現場。
苦しみを抱える自己や他者の苦を仏さまに無条件
に受け止めていただき、仏・法・僧と出会い、向
き合う場だ。最後に、教化・伝道・執筆など、仏
法を探究・発信・共有していく現場がある。苦の
臨床に立つことで、自己のあり方を問われ、葛藤
し、苦悩するうちに学びとった知見を人々と分か
ち合い、自身が心から求めるさとりや救いの道を

「共に歩もう」と声をかけていく場である。苦に
満ちた世界を生きるすべての人々と、支え合い、
済
すく

い合おうと励むさまざまな「現場」を通し、僧
侶はいかにあるべきかを問いかけた。

◆ 問題提起と全体討論・質疑

Ⅰ 苦の臨床という「現場」

吉水　岳彦（大正大学仏教学部非常勤講師、浄土宗僧侶）
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Ⅱ 現場ではたらき、現場にはたらく
—仏教の言葉を学ぶということ―

田村　晃徳（親鸞仏教センター嘱託研究員、浄土真宗大谷派僧侶）

　「現場」という言葉には、「人
が体を動かし、仕事を支えて
いる場所」というニュアンス
がある。私は住職であり、法
事を執り行っているとき、そ
こは住職の現場と言える。だ
が、読書はどうか。また私は保育園の園長でもあ
り、保育の現場と言えば、クラスで子どもたちと
生活している保育士のことを思う。しかし、読書
をするのは住職にとって欠かせない時間である
し、職員室での書類作業も保育園を支えている。
　僧侶である私にとって、さまざまな現場は、現代
の諸問題に直

じか

に触れられるという点で大切だ。保育
園では少子化や家族のあり方の急激な変化、虐待と
いった問題に直面し、寺では檀家さん・ご門徒から
地域の人口減少や後継者不足といった悩みを聞く。
私にとってはいずれも人間を学ぶ場だ。そしてそう
した現場を通じて人間を学ぶ方法が仏教ということ
になる。その学びには経典の読解も含まれ、教えの
言葉を知ることで、同じ現場でも自分の見方が以前
とは変わってくる。それは「現場の再構成」とも言
えよう。一方、現場での経験がテキストの読みを深
めていくこともあり、現場と聖典は相互に循環する。
　明治期の仏教者・清沢満之が述べたように、自
分の生まれる境遇を選べない「落在」した者であ
るわれわれは、人としてどのように生きていくの
か。清沢は苦悶の中で現実を見つめ、浄土真宗の
教えに出逢い、信念を得た。そんな先人の人生に、
私はいつも学んでいる。現場は環境と人間の相互
作用でできている。人生は思い通りになるはずが
ないが、仏教の言葉がはたらく現場において、自
分が背負っているものに一生懸命取り組むこと
で、人間は徐々に育っていくのだろう。

Ⅲ キリスト教から考える
「現場」の歴史と未来

小原　克博（同志社大学神学部教授、プロテスタント牧師）

　ユヴァル・ノア・ハラリは
『サピエンス全史』の中で、
人類には「虚構」を語る能力
があるとし、そこから神々や
神話などが現れたと指摘し
た。宗教の世界には、直接的

には認知したり語ったりできないものをシンボリ
ズムで再構築する力がある。キリスト教に即して
言えば、「隣人愛」の実践を説く「善いサマリア人」
のたとえ話が好例だが、新約聖書におけるイエス
のメタファーは日常を異化し、現場の批判的な再
構築を求める。聖書に限らず宗教のテキストは、
われわれが陥りがちな認知バイアスを超えていく
根源的な力を持っている。
　発表では、キリスト教における聖書解釈（テキ
スト）と現場（コンテキスト）の関係を考える手
がかりとして、20世紀後半以降、いわゆる解放の
諸神学という新しい流れが生まれてきたことに着
目した。ラテンアメリカ解放の神学、アメリカの
黒人神学やフェミニスト神学、また日本で聖書と
部落差別の現実とを重ね合わせた栗林輝夫氏の例
などでは、貧困や抑圧に苦しめられていた人々が、
その貧困や抑圧の現場で聖書を読み、個々人の心
の中の罪だけではなく、社会の構造自体の中に罪
の状態を見いだした。テキストを「現場」のコン
テキストの中で読むことで、「現場」の新たな解
釈を生み、共同体に新たな力を注ぎ込んだのだ。
一方、「文脈化の神学」は、テキストがコンテキ
ストから超越する力を持ち、現場を外部から批判
的に見る視点を与えてくれることを示した。
　最後に、SNSなどの情報空間で長時間過ごす若
い世代にとっては、その空間こそが「現場」に他
ならないことを指摘した。「現場」のバーチャル
化が進展する中で、宗教はどのように対応できる
のか、未来の「現場」も考えていきたい。

全体討論と質疑

　全体討論でも多様な議論が展開されたが、常に
変化する各種現場の中で、恣意的な解釈がなされ
る可能性や、両極に割れる解釈がもたらす分断・
対立をどうとらえるかなどが問われた。それに対
し登壇者からは、現場で向き合う相手から学ぶこ
とも多いということや、宗教者として教えを語る
際に、「御同朋、御同行」という意識をもって大
切な言葉を聴き手と共有することを心がけている
ことなどが語られた。また、幅広い「解釈の共同体」
の中に自分の解釈を位置づけていくことが重要だ
との指摘もあった。さらに、現場の解釈が対立し
たとき、宗教者は仲介者として和解に導く役割を
担い得るのではないかとの展望も示された。
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　明治前期を生きた真宗僧侶の中には、宗門内外
でユニークな活動を展開した人物が少なくない。
京都府松屋町（上京区）圓

えん

重
じゅう

寺
じ

の鈴
すず

木
き

慧
え

淳
じゅん

もその
ひとりである。明治14年（1881）渥

あつ

美
み

契
かい

縁
えん

ととも
に教導職廃止を政府に建言したことで知られ、翌
年には東本願寺の執事となる。しかし、長円立に
本山事務改革を主張したものとして取り調べを受
け、職務を解かれている。一方で明治13年（1880）
に生命保険会社の先駆である共済五百名社を安田
善次郎らと共に設立した他、小野梓らによって設
立された政治的啓蒙言論結社・共存同衆をはじめ
多くの結社に関わった。
　近年盛り上がりを見せている近代仏教のメディ
ア史研究の観点から注目されるのは、彼が発起人
および社員総代を務めた白石社の事業である。同
社は、明治14年に浅草東本願寺の付近で新井白石
の墓が発見されたことをきっかけとして、墓の保
全と子孫の生活援助を図るべく結成された。慧淳
の名を出版人として記した『折たく柴の記』『采
覧異言』を皮切りとして、白石社は散逸しつつあっ
た白石の著作を世に送り出していった。
　埼玉県比企郡番匠村（現ときがわ町）の医師・
小室元長は、白石社の新聞記事を読んで白石の墓
と子孫の現状を知り、慧淳へ手紙を送った。その
中で白石社の結成を、年来の本願を実現してくれ
た「望外之大幸」であると記している。白石社の出
版活動は明治20年代で終焉を迎える。しかし、蓄
積された書籍と人脈は国書刊行会へと引き継がれ、
30年代後半に『新井白石全集』として結実するこ
ととなる。同全集は現在でも人文学研究の場で使
われている。白石社の活動は、白石の著作が後の
時代へと引き継がれる大きな契機となったのであ
る。慧淳のような真宗僧侶が関わった予約出版は、
書籍と結社、そして人と人とをつなぐ大きな役割
を果たしたのではないだろうか。 （古畑 侑亮）

■講座のご案内
　親鸞仏教センター研究員と学ぶ公開講座 2023
　2024年 1月 9日から2月27日まで毎週火曜
日夜に開催予定。
　詳細は、ホームページ・SNSでもお知らせします。
お楽しみに！

■出版情報
・�機関紙『親鸞仏教センター通信』第84号・第85
号（2023年 3月・6月発刊）
・�研究誌『近現代『教行信証』研究検証プロジェク
ト研究紀要』第6号（2023年 3月発刊）

・研究誌『現代と親鸞』第48号
　（2023年 6月発刊）

・カール・ヤスパース著、越部良一訳
　『理性と実存�五つの講義』
　（リベルタス出版、2023年 3月刊行）

■研究発表
・�中村玲太「證空思想とその評価の問題」（「科学と
仏教思想」2022年度第5回研究会2023年 2
月24日）
・�中村玲太「天台本覚思想、法然、悪人正機の視点
から」（菅原潤先生『梅原猛と仏教の思想』合評会、
於歴史論研究会、3月21日）
・�繁田真爾「　」（井川裕覚『近代日本の仏教と福
祉―公共性と社会倫理の視点から』書評会、於第
29回「仏教と近代」研究会、2023年 4月22日）
・�飯島孝良「歴代祖師の肖像に付された一休のこと
ばを読む―その伝燈意識について―」（一休フォー
ラム、2023年 5月8日）

リレーコラム

「近現代の真宗をめぐる人々」 第20回
（鈴

すず

木
き

慧
え

淳
じゅん

［？～1886］）

お知らせ

新井白石著・竹中邦香校『折たく柴の記』下（白石社、1881年）
請求記号142-134　国立国会図書館提供
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